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	9.17.2 予　測
	(1) 予測事項
	予測事項は、工事用車両の走行に伴う交通渋滞の発生又は解消等、交通量及び交通流の変化の程度とした。
	(2) 予測の対象時点
	予測の対象時点は、東京2020大会の実施に伴う建設工事、競技観戦者の来場等で交通量及び交通流に変化が生じると思われる時点又は期間のうち、大会開催前とした。
	(3) 予測地域
	予測地域は、計画地及びその周辺とした。
	(4) 予測手法
	予測手法は、工事用車両の走行に伴う交通量の変化の程度を、周辺交通量と比較する方法によった。
	(5) 予測結果

